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背景

• 日本腎臓リハビリテーション学会やK/DOQI

でも推奨されているように、運動を行う事は

多くの透析患者にとって有効であるが、透析

患者に適切な運動強度および運動方法の設定

を行う事は容易でない

• 安全かつ効果的な運動療法に関する情報が普

及していない

• 取り組み方には個人差があるのが現状である



目的

近年、透析患者の運動不足による下肢つり
や便秘、QOLの低下などに対し運動療法に
よる改善効果が多数報告されている。そこ
で透析中に運動療法を行い、日々の運動意
識や活動量及び体組成（筋肉量）にどのよ
うな影響をもたらすかを検討した



方法

• 週１～２回の音楽に合わせた下肢の運動を透析中
に行った

トレーナー監修による運動プログラムを作成

ベッドに備え付けのTVモニターからDVDを放映

運動療法施行中はトレーナーが帯同し個別に指導する

• 運動療法開始６ヵ月後にアンケートによる意識調
査を行った

• InBody-S10（体成分分析装置）の測定結果を
運動療法開始前とその6ヵ月後で比較検討する



対象

 アンケート対象患者
• 当院に通院中の維持血液透析患者131名
• 平均年齢63.7±12.7歳
• 男性95名・女性36名

 筋肉量評価対象患者
• 75歳以上の維持透析患者 23名

• 運動群：17名（男性７名・女性10名）

平均年齢81.6±4.3歳

• 非運動群：６名（男性５名・女性１名）

平均年齢79.2±2.9歳



運動プログラム

• 音楽に合わせた運動

パート１：足関節および下腿の運動を中心

（ボルグスケール11～13 ）

パート２：腹筋運動、ヒップリフト、足踏み

（ボルグスケール11～13）

パート３：ハムストリングス、臀部の強化を中心

（ボルグスケール11～15）
＊ボルグスケールは旧ボルグスケールを使用

• パート１から徐々に強度をあげていく設定になっている

• 各パートともに運動強度を調節できるように設定



運動強度の選択法

• 身体の接地面積を変える
接地大＝強度低
接地小＝強度高

• 負荷を動作の支点から遠くする
近い＝強度低
遠い＝強度高



運動強度の選択法（接地）

接地大＝強度低 接地小＝強度高



運動強度の選択法（距離）

距離近い＝強度低 距離遠い＝強度高



アンケート調査結果①

• 運動療法に関する意識と現在施行中の運動内容に関する
アンケートを実施



アンケート調査結果②



これからも運動療法に取り組みたいですか？

アンケート調査結果③



【結果：運動の参加状況】

％

運動療法
開始

1ヵ月目 ２ヵ月目 ３ヵ月目 ６ヵ月目

患者参加率は開始時 約70％から
6ヶ月後には約90％を維持していた



具体的な運動の効果（コメント）

• 足のつりが時々しか感じなくなった

• 腰痛が徐々によくなった

• 少し歩く時楽になりました

• 透析中足が楽になった

• 運動への意欲が向上した

• 始めはきつく感じますが、終わりには足が上が
るようになったように思う

• 腹筋がしまってきた

• 足のつりや透析後のふらつきがなくなった

など



筋肉量変化①

4.71 4.96 

3.5

4

4.5

5

5.5

6

6.5

7

7.5

75歳以上運動群の下肢筋肉量の変化

開始前 ６ヵ月後

Kg

P<0.01



筋肉量変化②

％
75歳以上運動群・非運動群の下肢筋肉量変化率

6か月後導入前



まとめ

• 約８割の患者は運動療法の継続を希望し、約
半数の患者は積極的に取り組んでいきたいと
答えた。

• 約半数の患者は自宅での運動量が増加してい
た。

• 透析中の運動療法開始後６ヵ月目には約90％
の患者が参加していた。

• 運動群では運動実施より６ヵ月で有意に下肢
筋肉量が増加した

• 非運動群では下肢筋肉量は減少傾向だった



考察①

• 週１～２回の透析中の運動での運動効果は認
められ、運動群では運動療法に対するモチベ
ーションも上がった

• 日常生活での運動強度も向上した事がアンケ
ート調査でも確認された

• 運動により合併症や廃用症候群に陥る可能性
も減少されるのではないかと示唆される

• 現在よりも広く運動療法を普及していく事が
必要である



考察②

つばさ運動療法

• 負荷のかかる運動
• 患者によって強度
調節

• 音楽に合わせた
• 臀筋群
• ハムストリング
• 腹筋群

従来の運動療法

• 低負荷の有酸素
• エルゴメターな
ど

• 大腿四頭筋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
従来の運動療法との違いが、筋肉量の増加などの自己効力感の向上に繋がったと思う。
従来との違いとは・・・

殿筋群などの大きな筋肉もさらに動員することが違いを生んだと思う。



結語

トレーナーやスタッフによる楽しく自己効力
感を高める指導が効果的に作用し、透析中の
運動療法だけでなく、患者の運動に対する意
識や日常生活での活動量の変化を促したと考
えられる。

寝たきり状態の長い透析患者にとって、より
必要な筋肉にアプローチしていき、その結果
、ＡＤＬの改善や筋肉量を増やす一助になっ
たと考えられる。



演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係にある
企業などはありません。

日本透析医学会 ＣＯ Ｉ 開示

筆頭発表者名： 田代 優輝
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